






















































































































































オープンシェル7の段階から，リサーチ・ 7＂＇ロー スの様な人達 l乙貸与さ
れる書庫内一定の個所でのデスク，それから更に教授・特定の客員が持っ
ている自分専用の研究室などまでいろいろな形をとっているが，要は専門
の研究に際しての図書利用に出来うる限りの便を提供しようという努力の
表れに他ならない＆
普通一般の図書貸出しの他，マイクロ・フィルム，スライド，リンガ7
d ンなどの設備を完備した図書館がハーバードだけでも各スクールのもの
を入れると片方の手では足らぬ程の数があるのだから、その利用者にとっ
て便なるととはこの上ない。ただしサーキュレーションのスピードやファ
イリングの仕方などではニューヨーク市立図書館をたずねていかにも現代
’的（！〉なのに一驚した。但しそこでトは本というものの古典的価値はいか
にもうすれ去って，人々は印刷した書類をかかえて忙がしく行き交う，証
券取引所という所は行ったことがないが，そこの雰囲気はこんな気配があ
りはしないかと思われた．だいたいニューヨータというところはピズヰス
の都市だから仕方がないといえばそれ迄だが，単なるピズネス・センター
という土地柄がとうも人間の中に食い込むものかと感心させられた。
乙こで日本の側に帰って駒場にある東大教養学部の教養学科を考えて見
ると，すでに述ベた如くアメリカ，イギリス，ドイツ，フランエの4つの
エリア・スタディーズを始め，とこには国際関係論，科学哲学，比較文学
札比較文化科があるが後二者は前の分類に従えばインター・ディシプリナリ
ー・スタディーズと時ばれるべきであり，エリア・スタディーズのこのよ
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うな区別と並列にインター・ディシプリナリー・スタディーズをおいたこ
とは駒場に一種独特の性格を与えている．この他駒場では4つのエリア・
スタディーズに専門分化する前に日本文化の各方面からの研究を基礎的種
目として履修することになっている．更に文化人類学，人女地理などの種
目も取入れて綜合的研究の助成に努めて来た．エリア・スタディーズの4
分科ではそれぞれの国の歴史・文学・政治・経済その他を該当地域につい
て綜合することが直接の目的であり，これに対して科学哲学，比較文学は
それぞれ専攻の学問的分野を一応限定した中での周辺科目との連関を問題ニ
とするe 国際関係論はこのいずれとも異るが，今迄のととろ歴史を中心と
L，政治・経済を横糸とするエリア• :Aタディーズの一層包括的な研究種
目である．このやり方はアメリカでも格別新しいことではなく，前述のハ
ーパード大学のリッタウアー研究所とも比較しうるa ただ駒場では国際政
治史並に各国文化史を中心に，国際関係の現状分析を行って来た商が強：
く，この点行政中心の方式をとっているリッタウアーとはいささかおもむ
きを異にしている。もとより駒場の場合はアンダ｛グラ Uュエイトが主体
であるから，専問家の集合である後者の場合と異ることは当然であると言
えよう。後者は東大で言えば，むしろ社会科学研究所と対照すべきもので
ある園
かζして主にアマスト及びハーパードの2校を例にとって，いわゆるイ
ンテグレイテッド・スタディースの今日アメリカに行われている様を紹ゴト
じようと読みたわけであるが，果してこのような行き方がそのまま充分に
学問的範隠として成立しうるか否かについては叉別の観点から観察される
べきであると思われる。インターディシプリナリー・スタディース及びエ
リア・スタディースの発祥の因縁については前述したが，そこに述べたよ
うな現実的要請からー歩を離れて，学問としてのインテグレイテッド・ス
タディースに思いを致せば，精綴と普遍性とを同時に要求する学問の質性
上，論理的整合性を追うだけでも，外延的にはそれ程広がりえないという
制約は無理からぬものとして附随する。もとよりこの場合普遍性とはアム
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ビギュティと同義であってはならず，精綴なるととを前提としたものであ
るから，ただインテグレイションに努めることのみをもって普遍化への
道，すなわち学問という乙とにはならない。この一見自明の理を再びここ
に繰返すのは，特に近年の風潮として消費経済とマスコミとにもまれた学
聞が，その本来よって立っところを失いつつある傾向にあると筆者には考
えられるからである。消費経済やマスコミの善悪を云々するのはここでは
全く場外れのことだが，それらの錯綜から開放されたa しかも何か秘伝的
なものに閉鎖しない，学問の立場は時代；遅れというにはあまりにも未発達
であると恩弘知識は万人に開放さるべきものであると筆者は思うからで
ある。
